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一
般
会
計
な
ど
13
議
案
を
一

括
審
査

　

決
算
審
査
議
案
は
一
般
会

計
、
集
中
管
理
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
、
集
落
排
水
事

業
、
浄
化
槽
事
業
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
老
人
保

健
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
生
保
内
財
産
区
特
別

会
計
、
田
沢
財
産
区
特
別
会

計
、雲
沢
財
産
区
特
別
会
計
、

成
比
は
、民
生
費
が
40
億
６
，

１
９
９
万
円
の
21
，
７
パ
ー

セ
ン
ト
。
次
い
で
公
債
費
３

３
億
５
，
６
９
０
万
円
の
18

パ
ー
セ
ン
ト
。
衛
生
費
29
億

６
，
９
７
９
万
円
の
15
，
９

パ
ー
セ
ン
ト
。
教
育
費
の
21

億
２
，
６
４
５
万
円
、
11
，

４
パ
ー
セ
ン
ト
が
上
位
を
占

め
、
こ
の
４
つ
で
１
２
５
億

１
，５
０
０
万
円
を
超
え
る
。

　

中
で
も
前
年
に
対
し
公
債

費
の
６
，３
％
と
民
生
費
３
，

７
％
の
増
が
気
に
な
る
。

　

借
金
で
あ
る
市
債
は
、
年

度
末
残
高
が
前
年
度
よ
り
わ

ず
か
50
万
円
減
少
さ
れ
た

が
、
２
６
７
億
２
，
３
２
２

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の

13
議
案
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
は

「
厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政

の
現
状
の
中
で
、
自
主
財
源

確
保
と
経
費
節
減
に
努
め
、

限
ら
れ
た
財
源
で
各
種
施
策

を
展
開
し
た
」
と
総
括
し
て

い
る
。

　

主
た
る
事
業
は
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
、
神
代

小
学
校
建
設
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
、
地
方
道
臨
時

交
付
金
事
業
、
角
館
統
合
小

学
校
建
設
事
業
、
中
山
間
地

域
整
備
事
業
な
ど
、
総
合
計

画
に
沿
っ
た
事
業
が
実
施
さ

れ
た
。

　

こ
れ
ら
歳
出
の
総
額
は
１

８
６
億
７
，
７
６
２
万
円
。

歳
出
決
算
の
目
的
別
決
算
構

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計

決
算
認
定
（
案
）
は
、
９
月

定
例
議
会
に
上
程
さ
れ
た

が
、
継
続
審
査
と
し
て
休
会

中
に
審
査
を
し
て
、
12
月
定

例
会
で
認
定
の
可
否
を
決
す

る
取
り
扱
い
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
議
会
が
主
張
し
て
き

た
「
１
８
０
億
円
を
超
え
る

決
算
を
１
日
、
２
日
で
審
査

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
」
と
い
う
主
張
を
当
局
が

認
め
日
程
調
整
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
委
員

は
委
員
長
浦
山
、
副
委
員
長

大
石
、
委
員
は
田
口
〔
寿
〕、

間もなく竣工の神代小学校

平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算

佐
藤
、
門
脇
、
青
柳
、
真
崎
、

澤
田
、
高
久
、
藤
原
、
田
口

〔
勝
〕
以
上
10
人
が
審
査
に

あ
た
る
。

桧木内下田農道（中山間整備事業）

議
会
の
動
き

　

平
成
21
年
8
月
26
日
に
８

名
の
議
員
有
志
か
ら
、
議
会

人
事
に
お
い
て
職
員
が
介
入

し
た
と
し
て
、
こ
の
事
実
の

解
明
、
そ
の
結
果
の
公
表
、

及
び
当
局
へ
の
厳
重
な
抗
議

に
つ
い
て
、
議
長
の
判
断
を

求
め
る
旨
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。

　

議
長
は
議
会
の
権
威
に
関

わ
る
き
わ
め
て
重
大
な
問
題

と
受
け
止
め
、
こ
の
対
応
に

つ
き
、
議
会
運
営
委
員
会
に

諮
問
し
、
こ
れ
を
受
け
た
運

営
委
員
会
で
は
、
今
後
の
議

会
運
営
に
多
大
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
重
大
な
問
題
と
の

判
断
か
ら
、
事
実
解
明
等

の
た
め
、
地
方
自
治
法
第

１
０
０
条
第
１
項
に
基
づ
く

調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

の
結
論
に
至
り
、
本
会
議
に

お
い
て
、
調
査
の
た
め
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

こ
の
調
査
特
別
委
員
会
は

9
月
3
日
に
設
置
さ
れ
た
。

委
員
長　
　

佐
々
木
章

副
委
員
長　
　

戸
沢　

清

委　
　

員　
　

佐
藤
直
樹

　
　
　
　
　
　

八
柳
良
太
郎

　
　
　
　
　
　

真
崎
寿
浩

　
　
　
　
　
　

高
久
昭
二

　
　
　
　
　
　

藤
原
万
正

　

9
月
14
日
に
一
回
目
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
確
認
し
、

調
査
事
項
は
、
職
員
に
よ
る

議
会
人
事
へ
の
介
入
の
有
無

に
つ
い
て
の
み
調
査
す
る
こ

と
と
確
認
し
た
。

　

内
容
の
確
認
の
た
め
、
産

業
建
設
委
員
長
に
対
し
、
具

体
的
に
誰
が
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
発
言
を
し
た
の
か
を
、
産

業
建
設
委
員
長
宛
て
に
文
書

照
会
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

9
月
19
日
の
2
回
目
の
委

員
会
で
は
、
産
業
建
設
委
員

長
宛
て
に
文
書
照
会
し
た
内

容
に
つ
い
て
確
認
し
、
回
答

内
容
の
真
偽
に
つ
い
て
調
査

す
る
た
め
産
業
建
設
委
員
長

と
産
業
観
光
部
長
の
両
名
に

対
し
て
証
人
喚
問
を
行
う
こ

と
を
決
定
す
る
。

　

9
月
24
日
の
3
回
目
の
委

員
会
で
は
、
両
名
の
証
人
喚

問
が
行
わ
れ
、
現
在
証
言
を

整
理
中
で
あ
る
。

職
員
の
議
会
運
営
に
対

す
る
介
入
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会


